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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月13日(2020.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気空隙を有する磁気回路と、
　前記磁気空隙に配置されるコイル、及び、前記コイルが一方端側に巻回されるボビンを
有するボイスコイルと、
　前記磁気回路から突出する前記ボビンの他端側に連結するフランジ部材と、
　前記磁気回路と前記フランジ部材とを相対的に振動可能に連結する弾性連結部材と、を
備え、
　前記弾性連結部材は、
　前記磁気回路に連結する第１固定部と、
　前記フランジ部材に連結する第２固定部と、
　弾性変形可能な連結部によって、前記第１固定部と前記第２固定部とを連結する弾性変
形部と、を含む、
　加振器。
【請求項２】
　前記第１固定部、前記第２固定部、及び、前記弾性変形部は、一体に形成され、その内
側に、前記磁気回路、前記ボイスコイル、及び、前記フランジ部材をほぼ収容する、
　請求項１に記載の加振器。
【請求項３】
　前記第１固定部、前記第２固定部、及び、前記弾性変形部は、一体に形成され、
　前記弾性連結部材は、前記第１固定部、前記第２固定部、及び、前記弾性変形部が一体
に形成されている部材を、複数連結して形成されている、
　請求項１又は２に記載の加振器。
【請求項４】
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　前記弾性連結部材の前記第１固定部と、前記第２固定部と、前記弾性変形部の前記連結
部とは、それぞれ、略同寸法の外形寸法を有するように形成されている、
　請求項１から３のいずれかに記載の加振器。
【請求項５】
　前記弾性連結部材の前記弾性変形部は、
　複数の前記連結部を環状に並べるように配置して形成され、
　隣り合う前記連結部同士の間に、前記磁気回路と前記フランジ部材とが相対的に振動す
る第１方向に対して、略直交する第２方向に沿って通気可能な孔を規定する、
　請求項１から４のいずれかに記載の加振器。
【請求項６】
　通気性を有し、かつ、防塵性を有する部材で形成され、前記弾性連結部材の前記弾性変
形部に規定される前記孔を覆う防塵部材をさらに備える、
　請求項５のいずれかに記載の加振器。
【請求項７】
　前記弾性連結部材の前記第１固定部、前記第２固定部、及び、前記弾性変形部は、同一
の材料を含んで形成されている、
　請求項１から６のいずれかに記載の加振器。
【請求項８】
　前記弾性連結部材の前記第１固定部、及び、前記第２固定部は、前記弾性変形部を形成
する材料とは異なる材料を含んで形成されている、
　請求項１から７のいずれかに記載の加振器。
【請求項９】
　前記弾性連結部材は、
　短冊状に形成された基体を丸めるように、略環状、又は、略Ｕ字状に形成され、
　前記第１固定部の一方端と他端側とを近接させて、かつ、前記第２固定部の一方端と他
端側とを近接させることにより、前記略環状、又は、前記略Ｕ字状に形成されている、
　請求項１から８のいずれかに記載の加振器。
【請求項１０】
　前記弾性連結部材は、
　前記短冊状に形成された前記基体の前記第１固定部、及び、前記第２固定部の少なくと
も一方面側に複数の切欠を有し、それぞれの前記切欠を規定する斜面同士を合わせること
で前記基体を湾曲させて、前記略環状、又は、前記略Ｕ字状に形成されている、
　請求項９に記載の加振器。
【請求項１１】
　前記弾性連結部材の前記弾性変形部は、
　複数の前記連結部を環状に並べるように配置して形成され、
　隣り合う前記連結部の間の対応する位置に、前記切欠が形成される、
　請求項１０に記載の加振器。
【請求項１２】
　前記連結部は、
　前記磁気回路と前記フランジ部材とが相対的に振動する第１方向に対して傾斜し、前記
第１固定部から前記第２固定部側に延びる第１部分と、
　前記第１方向に対して前記第１部分の傾斜方向と反対側に傾斜して、前記第１部分から
前記第２固定部まで延びる第２部分と、により形成されている、
　請求項１から１１のいずれかに記載の加振器。
【請求項１３】
　請求項１から１２のいずれかに記載の加振器を構成する弾性連結部材。
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